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◆学校からのメッセージ

◆学校行事の内容

◆運営に関する計画

◆特色ある教育活動

◆小松わくわく教室

◆あいさつ運動

◆令和5年度「全国学力・学習状況調査」結果から ◆令和5年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果から

　本校では、「自ら学び心豊かにたくましく伸びる子を育む」を教育目標として掲げ、日々の教育活動に取り組んでいます。
児童数は現在 734 人。子どもたちは、たくさんの友だちに囲まれ素直でいきいきとした毎日を過ごしています。何事にも真
面目に取り組もうとし、子ども同士の結びつきは強いといえます。最近は、北校舎を改築し運動場の整地（令和２年度）や
南校舎や東校舎のトイレを改修し、環境整備が進んでおります。今年度は創立 72 周年を迎え、さらなる教育の充実をめざし、
さまざまな取組を行っています。また、本年度も国語科の研究「伝え合う活動を通した、自己やグループの思考力の育成～
国語科の指導を通して～」として、伝え合う活動が行われ思考の深まりや広がりにつながることを着眼点の中心として研究
を進めています。さらに、３年前から新聞にふれる環境づくりにも取り組んでいます。
　自分から進んで挨拶をする意識や、運動能力・運動に対する意欲が課題としてあげられ、課題解決に向けて取り組んでい
ます。小松地域の良さである学校、ＰＴＡ、地域が協力して子どもを育てようというムードに包まれて、子どもたちは充実
した学校生活を送っています。

★土曜授業
５月 18 日（土）　地域合同防災訓練
地域の防災リーダー、警察、消防、区役所、小松幼稚園、
PTA の皆様等の協力を仰ぎ、地震や津波時の避難訓練や、
応急処置教室、煙中体験、水消火器、起震車。防災○×ク
イズ等の体験学習を行います。

★わくわくスタート
次年度入学予定である小松幼稚園、相川保育園、風の子保
育園の園児たちを小松小学校に招き、１年生の授業の様子
を見学したり、５年生と一緒に遊んだりします。

★にこにこ班活動
朝の会で１年と６年、２年と５年、３年と４年がそれぞれ
ペア（にこにこ班）になってゲームや運動をします。また、
給食の時間も互いの教室で一緒に給食を食べ、交流をして
います。

★ペア学年遠足
今年度は、ペア学年での活動をもっと充実させ、２学年が
一緒に遠足ができるように計画をしています。

★こまつハッピーフェスティバル
各クラスでゲームなどのお店の企画・準備、運営を
します。２つの学年が異学年交流をしながらペア（に
こにこ班）で、お店を回りゲーム等して仲良く活動
をします。

　本校は、次の６点に重点を置いて計画を立てています。
１．進んで挨拶できる子どもの育成　　　　２．伝え合う力を高める指導の工夫
３．家庭や地域との連携強化　　　　　　　４．基礎学力の向上
５．運動能力と運動に対する意欲の向上　　６．教育環境の充実
　具体的には、以下の通りです。
〇学校評価アンケートで「気持ちの良いあいさつができる」の質問に「できている」と答える割合を 80％以上にする。
○友だちとの間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができる児童の割合を増やす。

　本校では、「伝え合う力」の育成をめざし、教育活動に取り組んでい
ます。各教科や学級活動で、いろいろな資料を集めて、必要な項目に分
類しわかりやすく伝えることができる力の育成を育んでいきます。また、

「なかよし班活動」（たてわり班）にも力を入れています。年間計画を立て、
ペア学年で楽しく遊んだり、協力して掃除を一緒にしたりして活動して
います。異学年との交流を通して、自分のことだけではなく、困ってい
る友だちにそっと手をさしのべられる心豊かな児童の育成にも力を入れ
て取り組んでいます。
　また、こども新聞や英字新聞を活用した取り組みを行い、子どもたち
の情報収集力を高めています。

　本年度で第 14 回目を迎えます「小松わくわく教室」は、学校・ＰＴＡ・
保護者・地域・企業の５者が協力して取り組む行事です。ダンスや手品、
昔遊び、スポーツ、化粧品作りなど 18 から 20 の教室を開き、ＰＴＡ
や保護者、地域の人たち、大学生、企業に勤める人たちを講師として招
いて、教えていただきます。普段の授業では、なかなか体験できないこ
とや会う機会の少ない人たちと接することで、人とつながることの大切
さを知り、将来の展望がもてることをねらいとしています。

　「進んで挨拶ができる子ども」を育てるために、児童会が中心に
なって学期に１回、あいさつ運動を実施しています。今年度も「あ
いさつ頑張りカード」を作り、気持ちの良いあいさつができてい
るかを自分で振り返るようにしています。あいさつ運動の期間中
だけでなく、普段の生活や地域の人たちへも、自ら進んであいさ
つができる子どもを育てるため、道徳の授業を中心に取り組んで
います。

　国語の平均正答率は全国・大阪市平均とほ
ぼ同じで、算数の平均正答率は全国・大阪市
平均より下回りました。しかし、国語の平均
無解答率は全国と比べ 2 ポイント、算数の平
均無解答率は全国と比べ 0.5 ポイント低いこ
とから解答することへの意欲が見られました。
　国語では、「伝え合う力」の育成として、デ
ジタル新聞を活用して新聞づくりを行い、語
彙力を増やすための活動に力を入れています。
また、家庭学習や朝学習、昼学習の時間を活
用して漢字の練習を行うなど、意欲的に学習
に取り組んでいます。
　算数は、毎時間、学習のめあてを確認し、「話
し合い活動」を多く取り入れ「まとめ」を導
き出す活動を行っています。そのことによっ
て毎時間の学習内容が定着できるようにして
います。

　男女ともに握力と反復横跳びは全国・大阪市平均を上回りました。特に、
反復横跳びでは、「竹馬」「なわとび検定」の日を設定するなどして休み時
間も取り組みました。また、リズムなわとびでは、子どもたちがタブレッ
トで確認をしながら体育の時間などで活発的に取り組みました。その結果、
大阪市平均と比べ男女ともに３ポイント近く上回りました。しかし、握力・
反復横跳び以外の種目では、全国・大阪市平均を下回りました。
　質問項目では、「運動やスポーツをすることは好きですか」の「好き」を
回答した割合は 81％でした。大阪市平均と比べ約６ポイント上回っている
ので、引き続き、子どもたちが運動に対する意欲を高め、体力が向上する
ような取り組みを続けていきます。
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